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「EVデザインコンテスト カーデザイン ワークショップ」報告  

【Press Release】 

関係各位 

 平素より大変お世話になっております。 

 一般社団法人 電気自動車普及協会（APEV）は、先般「国際学生EVデザインコンテスト2017」の

プレイベントとして「EVデザインコンテスト カーデザイン ワークショップ」を開催しましたので

ご報告致します。 

2016年12月1日  
一般社団法人 電気自動車普及協会（APEV)  

           代表理事  田嶋 伸博  

一般社団法人 電気自動車普及協会 
 

Association for the Promotion of Electric Vehicles 

「記」 

 タイトル：EVデザインコンテスト カーデザイン ワークショップ～カーデザインを知る１日～ 

 内容：（１）カーデザインに関するレクチャー（２）手描きカーデザインスケッチ指導 

 日時：2016年11月23日（水・祝）10時～17時 

 場所：The Gallery Too（株式会社トゥールズインターナショナル本社3F） 

  東京都港区虎ノ門3-4-7 虎ノ門36森ビル3F 

 講師：        

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加者：2017年4月時点で18歳以上の学生（学校の種類は問わない） 

  EVデザインコンテスト（最終ページ参照）に参加を検討または予定している方を対象。 
 

 参加校と参加数： 下記12校から22名 

愛知県立愛知総合工科高等学校、金沢美術工芸大学、九州産業大学、 

京都工芸繊維大学、首都大学東京、女子美術大学、千葉大学、千葉工業大学、 

日本大学、東京コミュニケーションアーツ専門学校、HAL東京、HAL名古屋 

(50音順） 
 

 新聞・雑誌の取材がありました。 

山下敏男氏（APEV理事、INTERROBANG DESIGN 株式会社代表） 

1949年、福岡生まれ。1968年日産自動車入社。フェアレディZ Z32のデザインを代表に、シ
ルビア240SX、スカイラインGT−R、インフィニティQ45などを手がけた。2008年に首都大
学東京の教授に就任。2015年6月、インテロバングデザイン株式会社を立ち上げ、デザイン開
発、デザインコンサルタント、人材育成など精力的に活動している。 

喜屋武 タケル氏（ NORI, inc.取締役デザインディレクター） 

1983年、沖縄県にて誕生。桑沢デザイン研究所を卒業後、カーデザイン会社NORI, inc.に入
社。自動車デザインと企画を中心に、2輪車、プロダクト、グラフィック、モニュメント作品
まで幅広く手掛ける。2014年よりNORI, inc.取締役デザインディレクターに就任。桑沢デザ
イン研究所でも、カーデザイン・プロダクトデザインを教えている。 
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世界ではじめて。オン
ラインでカーデザイン
が学べます 

季刊カーデザイン雑誌 
カースタイリング 

デザイン材料・自動車モデリ
ング材料等の製造・販売 

 主催：一般社団法人 電気自動車普及協会（APEV) 

 ご協力：Car Design Academy / CAR STYLING / 株式会社トゥールズインターナショナル 

 詳細内容： 

午前の部 

 「国際学生EVデザインコンテスト2017」の説明：コンテスト事務局 

 デザインスケッチのレクチャー(目的/考え方/スキル/レイアウト）：山下講師、喜屋武講師 

 鉛筆によるスケッチの描き方山下講師実演→参加者実習→個別指導：山下講師、喜屋武講師 

 スケッチの全体講評：山下講師、喜屋武講師 

午後の部 

 Car Design Academy 学生の作品紹介：喜屋武講師 

 マーカーによるスケッチの描き方山下講師実演 

 EVのデザインを提案するスケッチ制作：参加者 

 上記に対する全体講評：山下講師、喜屋武講師 

 まとめと懇親会 

 参加者の感想 

 Aさん： 山下先生、喜屋武先生にご指導していただき、自分の課題が改めて分かりました。また、
他大の学生と交流したことで、ライバルの多さ、カーデザイン以外を専攻している学生のアイディ
アの斬新さを目の当たりにして、いい刺激になりました。貴重な経験をさせていただき、ありがと
うございます。EVデザインコンテストは是非参加したいと思っています。 

Bさん：プロのカーデザイナーに直接指導をいただけたり、普段学校にいるだけでは知り合うこと
のできない他校の学生と交流できたりと、大変刺激的で貴重な経験でした。全員のスケッチを並べ
てアドバイスしていただけたことは、自分のスケッチに足りないところや良いところがよくわかり、
とても良かったです。大学に帰って周りの学生にもワークショップで学んだことを広めたいと思い
ます。また、チームを作ってコンテストに参加する予定ですので、よろしくお願い申し上げます。 

 写真 

写真１：全体 

http://cardesign.me/
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一般社団法人 電気自動車普及協会 (APEV) 内 
EVデザインコンテスト 事務局長 安嶋 （やすじま） 
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1 東京大学 情報学環・福武ホール 
   TEL：050-3736-8325     FAX：050-3153-2686 
   E-mail ：contest@apev.jp    Website ： http://www.apev.jp/contest/ 

お問い合わせ先 

以 上 

 
＜コンテスト2017の発表リリース＞ 
 右記からpdfをダウンロードして下さい。〈http://www.apev.jp/news/20160926contest2017j.pptx〉 
 
＜コンテスト募集要項＞ 
 右記からpdfをダウンロードして下さい。http://www.apev.jp/news/APEV-161104.pdf 
 
＜コンテストの内容＞ 
 ゼロエミッションEVの可能性を最大限に活用した未来のモビリティとその社会のかかわりのデザイン提案 
 
＜審査委員長＞ 
 中村史郎氏（（一社）日本自動車工業会モーターショー特別委員会 委員長、 
        日産自動車株式会社 専務執行役員チーフ・クリエイティブ・オフィサー） 
 
＜今後の概略日程＞ 

 本年11月23日（水・祝）今回カーデザインワークショップ開催 
 2017年1月19日：審査委員発表・エントリー開始 
 2017年5月：1次作品締切 
 2017年6月：1次審査発表～ワークショップ１ 
 2017年8月：2次作品締切 
 2017年9月：2次審査発表～ワークショップ2 
 2017年10月：最終審査と表彰式   (予定は予告なく変更される場合があります） 

 
＜昨年(2015年）の作品集＞ 
 右記からpdfをダウンロードして下さい。http://www.apev.jp/contest/works2015.pdf 
 
＜昨年のコンテストHP＞ 
 右記をご参照下さい。 http://www.apev.jp/contest/ 

参考 

写真2：山下講師 

写真３：喜屋武講師 

写真4：山下講師 
マーカーによるスケッチ 

写真5：全体講評 
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